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研究成果の概要（和文）：本研究では、大学生に必要な日本語・文章作成力とはどのようなものかを明らかに
し、書くことに苦手意識を持つ学生も取り組める標準的なシラバスの作成と教育手法の開発を行った。学生の苦
手意識を軽減・克服させながら書く力を育成するには、ペアワークやグループワークなどアクティブラーニング
を用い、様々な教育手法を効果的に取り入れながら、書くことを孤独な作業にさせない工夫が有効的な一つの方
法であることがわかった。

研究成果の概要（英文）：In this study, we clarified what kind of Japanese and writing skills are 
necessary for university students, and developed a standard syllabus and educational method for 
students who are not good at writing. To foster the ability to write while reducing and overcoming 
the weak consciousness of students, using active learning such as pair work and group work, while 
effectively incorporating a variety of educational methods It became clear that the device which did
 not make writing a solitary work was an effective one method.

研究分野： 日本語学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
大学のユニバーサル化に伴い、多様な学生

を受け入れるようになり、日本人学生用の日
本語教育、日本語力・文章作成力を育成する
ための授業の必要性が増している。本学にお
いても、「共通科目で課されるレポート課題
に取り組む際の基礎技能の育成」を到達目標
とした科目を設置しており、2014 年度から
は新入生に対し全学必修化された。また、書
くことに不安を感じている学生が多いこと
も、山﨑・関田（2012）の調査で明らかとな
っている。日本語力・文章作成力育成のため
のカリキュラムが整っていないことや、学生
の書くことに対する苦手意識の原因や克服
方法についても、様々な課題が残っている。 

 
２．研究の目的 
本研究では、書くことに苦手意識を持つよ

うになる原因やその克服方法について明ら
かにしていく。また、大学生に必要な日本語
力・文章作成力とはどのようなものかを明ら
かにし、書くことに苦手意識を持つ学生も取
り組める標準的なシラバスの作成と教育手
法の開発を目指すことを目的とする。具体的
には以下の二点について明らかにしていく。 
一つ目は、大学生に必要な日本語力・文章

作成力を明確にするとともに、その教育手法
を開発するための基礎的な研究を行うこと
である。特に、文章を書くことに対して苦手
意識を持っている学生に着目し、苦手意識の
原因やその克服方法について明らかにして
いく。 
二つ目は、導入している教育手法に具体的

な教育効果があるかを調査し、より効果的な
取り入れ方を検討していくことである。本学
の文章表現科目の授業では、4 つの教育手法
（マインドマップ、看図作文、LTD（Learning 
Through Discussion：話し合い学習法）、パ
ラグラフライティング）を導入し、書くこと
の苦手意識の軽減を図りながら、授業を行っ
ている。授業評価では学生の満足度は比較的
高いものの、それが文章作成力向上につなが
っているかは教育効果を調べる必要がある。
また、本学では学習支援サービスとして 2010 
年度より「レポート診断」を行っている。レ
ポートやアンケートのデータから、今後学生
が抱える問題点等を探っていきたい。 
 
３．研究の方法 
（1）全国の大学のシラバス調査および事例
調査 
全国の大学の日本人学生向け文章表現系

授業のシラバスを収集し、それを分析した。
大学生に必要な日本語力・文章作成力とはど
のようなものであるかを明らかにするため
に、各大学が授業を通して目指すもの、学生
にどのような力を身に着けさせようとして
いるかを調べた。また、特徴的な教授法や教
育手法を取り入れている大学の授業見学や
インタビュー調査にも行った。 

 
（2）教育手法の効果検証 
本学の日本語力・文章作成力育成のための

授業で導入している、マインドマップ、LTD、
パラグラフライティング等の教育手法が、学
生の苦手意識軽減・克服だけでなく、教育効
果があることが経験的には分かっていた。し
かしながら、客観的に教育効果があることを
示すことができていなかった。そこで、教育
手法に関するアンケート調査を実施し、書く
ことの苦手意識克服や文章作成力向上につ
ながっているかを事前と事後のアンケート
調査から検証した。 
 
（3）読むことと書くことの関係 
読むことについては、1 ヶ月あたりの読書

量、読書のジャンル、読み方、読書に対する
心理的態度等について、また、書くことにつ
いては、書くことに対する心理的態度等につ
いてアンケート調査を行った。学期終了時に
は、授業で提出されたレポートを、ルーブリ
ックに基づいて評価し、アンケート結果とレ
ポートの結果を分析し、読むことと書くこと
の関係を明らかにした。 
 
（4）大学生の日本語力・文章作成力育成の
ための標準的なシラバスの作成 
これまでの研究や調査を踏まえ、学生が書

くことに苦手意識を持つ原因に基づき、マイ
ンドマップ、LTD、パラグラフライティング
をはじめとする教育手法や苦手意識を軽
減・克服させる効果的な教授法を取り入れな
がら、大学生として必要な日本語力・文章作
成力を育成するための標準的なシラバスの
作成を目指した。 
また、シラバスを遂行するために必要な教

材や、課外学習のための e-learning 教材の
開発も行った。 
 
４．研究成果 
本研究の目的は、大学生が書くことに苦手

意識を持つようになる原因やその克服方法
を明らかにし、書くことに苦手意識を持つ学
生も取り組める標準的なシラバスの作成と
教育手法の開発を目指すものであった。この
目的を達成するため、文章表現系科目におい
て、パラグラフライティング、マインドマッ
プ、LTD を始めとする教育手法や指導法を取
り入れ、書くことへの苦手意識を軽減・克服
させながら書く力を育成するシラバス開発
に向け、試行を行った。 
パラグラフライティングでは、新聞記事を

用いた練習を取り入れた。このような練習を
通し、パラグラフライティングの書き方を理
解させ、形式に当てはめていく「型」を指定
し、敢えて自由度を制限することにより、書
き方がわからないまま書き進めてしまうこ
とを防ぐことができた。 
また、レポートのテーマ設定のため、マイ

ンドマップを用いてアイディア出しをさせ



た。マインドマップ導入前は、テーマ設定ま
でに時間がかかったり、一度決めたテーマで
行き詰った際にうまく切り替えができなか
ったりして、遅れを取る学生も散見された。
しかし、導入後は、途中でつまずく学生が導
入前に比べ減少した。これまで各学期末に実
施してきたマインドマップに関するアンケ
ートから、「アイディアがたくさん出せるよ
うになった」「レポート作成に役立った」「今
後様々な文章を書くときに役立つ」がいずれ
も 80％以上の好評価が得られている。 
授業にマインドマップを導入するために

は、マインドマップ自体の説明に時間を割く
必要があるが、その時間は限られており、こ
れまで詳しく説明できていなかった。マイン
ドマップを体験した学生からは、描き方に慣
れるのが難しいという意見や、他の分野や授
業にも応用させられるよう、もう少し詳しく
教えてほしい旨の要望も出ていた。そこで、
レポート作成のためのマインドマップの活
用に着目した、授業の予習や復習、そして反
転学習に活用できる、表 1 の e ラーニング教
材の開発を行った。 

表 1 e ラーニング教材一覧 

教材名 内 容 

マインドマッ
プ入門編 

マインドマップの概要説明 

マインドマッ
プの描き方実
演 

動画でのマインドマップの
描き方説明 

テーマ設定の 
仕方 

アイディアや思考を俯瞰で
き、そこからテーマを絞り
込む流れ 

要約の仕方 文章で要約する前に情報整
理をしやすくする方法 

パラグラフ 
ライティング 

本論部分の書き方について
の説明 

アウトライン
の立て方 

章節立てを明確にし、レポ
ートの一貫性を意識させる
流れ 

根拠の比較 比較文や意見文執筆に必要
な根拠の比較の仕方を説明 

読書記録 読書レポートや書評のため
の読書内容や意見のまとめ
方 

 
これらの教材は、パワーポイントで作成した
スライドを、動画と解説の音声に変換して作
成している（図 2 参照）。動画閲覧時、画面
右側の INDEX から項目を選択すれば、見た
いところから再生できる。 
加えて、各教材の理解度を確認するために

用意した 4 択式の確認テストを、図 3 に示す。
各教材 7 問～10 問の問題を用意しており、学
生は回答後すぐに正答の確認ができる。教員
は、ログから学生の閲覧状況や確認テストの
解答時間や点数が確認できるなど、学習状況

も把握できる。本教材は、本学以外に 3 つの
大学でも使用されている。 

 
図 2 e ラーニング教材例 

 

図 3 確認テスト例 
 
また、LTD を取り入れることで、課題教材

の読解、関連知識や情報を個の学びに終わら
せず、グループ単位での協同学習につなげる
ことができた。これらの教育手法や指導法等
の協同学習を取り入れることで、レポート作
成を孤独な作業に終わらせず、協同で作成し
ていく体系を作ることができた。 

Web 上に公表された全国の大学のシラバ
スを調査したところ、レポートの書き方に特
化した科目が最も多く、小論文の書き方、日
本語検定取得など外部検定取得を目指す科
目などが見られた。さらに、メールの書き方、
手紙文の書き方、創作文、エントリーシート
の書き方など多様な文章表現に加え、ビブリ
オバトル、プレゼン、インタビューなど、話
すことも含めた表現力育成を取り入れた授
業も見られた。 
文章表現科目のシラバス調査や学生への

アンケート調査等から、大学レベルで行うべ
き文章表現は、書きことばの使用、パラグラ
フライティングを意識した書き方、引用形式
の遵守など、レポートを中心とした基本的ル
ールに基づいたものであると言える。そのう
えで、学生の苦手意識を軽減・克服させなが
ら書く力を育成するには、ペアワークやグル
ープワークなどアクティブラーニングを用
い、様々な教育手法を効果的に取り入れなが
ら、書くことを孤独な作業にさせない工夫が
有効的な一つの方法であることがわかった。 
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